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Abstract : This study investigated the role of the 31.5 Hz band in evaluating heavy-weight floor impact sounds by reanalyzing 

previously reported data and conducting a new experiment. The results showed that the coefficient of determination with loudness 

tended to be slightly higher for dBA31.5Hz–500Hz than for dBA63Hz–500Hz, although not consistent across conditions. As a factor, when the 

31.5 Hz band was considerably larger than the 63 Hz band, additional vibration sensation occurred, which appeared to influence the 

perception of loudness. Within the scope of this study, applying Correction Value 2 improved correspondence, suggesting its 

effectiveness as an evaluation method. 

 

１． はじめに 

現在，床衝撃音の評価尺度として，L 曲線による単

一数値評価や最大 A 特性音圧レベル(以下，LAFmax)に

よる評価などの妥当性について議論がなされている。

稲留ら[1]は L 等級評価と LAFmax の AP 値の対応につい

て，L 曲線を 31.5Hz 帯域まで拡張した方が相関が良く

なることを報告している。そのため，重量床衝撃音の

評価において，31.5Hz 帯域の扱いについては重要であ

ることが考えられる。以上の背景から，本報では，31.5 

Hz 帯域に着目して重量床衝撃音の評価について基礎

的検討を行った結果を報告する。 

２． 実験概要 

本報では，実験 1 と実験 2 について報告する。なお，

実験 1 は既報[2]で発表した内容を再分析した。また，

31.5Hz 帯域について検討を行うため，実験 1 に使用し

た試験音の 31.5Hz 帯域～500Hz 帯域の周波数特性を

Figure 1 に示す。実験 2 の試験音①～④，⑦～⑩につい

ては，Table 1 に示す衝撃源を既報[2]と同様の測定点及

び加振点にて測定した音源を使用した。加えて，31.5Hz

帯域と 63Hz 帯域の最大音圧レベルが大きく異なる音

源についても検討したいため，石井ら[3]が報告した床

衝撃音の聴感実験で用いられていた飛び跳ね音の周波

数特性を参考に，試験音③，⑨の飛び降りの音源を調

整し，試験音⑤，⑥，⑪，⑫を作成した。そして，31.5Hz

帯域から 500Hz 帯域までの各帯域のレベルを一律に上

下させることで LAFmaxの AP 値が試験音①～⑥は約 45 

dB，試験音⑦～⑫は約 40 dB となるように作成した。

これらの試験音を無響室にて再生し，既報[2]と同様の

方法で測定した結果を Figure 2 に示す。1 つの試験音

につき，床衝撃音は連続して 3 回再生させた。被検者

は無響室中央に着座させた状態とし，被験者から約 2 

m 離れた前後左右にフルレンジスピーカーを 1 台ずつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置し，後方のスピーカーから約 2 m 離れた左右にス

ピーカーを 1 台ずつ設置した。すべてのスピーカーは

被検者に向けて設置した。無響室内の実験室，実験開

始前の教示内容，暗騒音の再生条件は既報[2]と同様と

した。アンケートについても，評価方法は既報[2]と同様

とし，本報では大きさに着目して検討を行った。被検

者は 20 代の学生 15 名（男性 14 名，女性 1 名）であっ

た。 

1：日大理工・院（前）・建築 2：日大理工・教員・建築 

Figure 1. Frequency 

characteristics of the test 

sounds in Experiment 1 

Figure 2. Frequency 

characteristics of the test 

sounds in Experiment 2 

Table 1. Types of impact sources for each test sounds 

※1：周波数特性は文献[3]の 

和室モデル 

※2：周波数特性は文献[3]の 

洋室モデル 

 

試験音 衝撃源

①，⑦ タイヤ

②，⑧ ゴムボール

③，⑨ 飛び降り(かかと着地)

④，⑩ 飛び降り(つま先着地)

⑤，⑪ 飛び降り(かかと着地)※1

⑥，⑫ 飛び降り(かかと着地)※2
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４． 実験結果 

大きさと 63Hz 帯域～500Hz 帯域の LAFmax の合成値

（以下，dBA63Hz-500Hz）との対応関係を Figure 3，31.5Hz

帯域～500Hz 帯域の LAFmax の合成値（以下，dBA31.5Hz-

500Hz）との対応関係を Figure 4 に示す。これらの縦軸の

知覚度合いは系列カテゴリー法にて感覚尺度を数値化

したものである。Figure 3，4をみると，大きさと dBA63Hz-

500Hz の対応に比べ，dBA31.5Hz-500Hz では実験 2 において

単回帰分析したときの決定係数(以下，R²値)がやや大き

い値を示し，実験 1 では同程度となった。一方で，Figure 

4 をみると，実験 1 は大きさと dBA31.5Hz-500Hzの R²値が

約 0.93 となっているが，実験 2 は約 0.31 となってい

る。そのため，一概に大きさと dBA31.5Hz-500Hzの対応が

良いとは言えないことが考えられる。実験 2 を行う中

で，筆者らの所感として，63Hz 帯域に比べて 31.5 Hz 

帯域の最大音圧レベルが大きい衝撃音は振動感が強調

される感覚が生じた。この影響が大きさに付加された

可能性があり，A 特性補正値では十分に考慮できない

ケースがあるのではないかと考えた。そこで，A 特性

補正値の 31.5 Hz 帯域の補正量に着目し，Table 2 に示

す補正値 1～4 を用い，大きさと dBA31.5Hz-500Hzとの対応

を検討した。大きさと A 特性や 31.5Hz 帯域を補正し

た A 特性について単回帰分析したときの R²値を Table 

3 に示す。Table 3 をみると，31.5Hz 帯域の補正値を大

きくすると実験 1 では R2値が小さくなり，実験 2 では

大きくなることが分かる。そして，どちらの実験にお

いてもR2値が比較的大きい補正値 2を適用したときの

大きさと dBA31.5Hz-500Hzの対応関係を Figure 5 に示す。

Figure 5 を見ると，実験 1 では A 特性補正値を適用し

た場合と比べて R²値の顕著な低下は見られず，実験 2

では R²値が比較的大きい値を示した。そのため，本報

の範囲においては妥当な補正値であると考えられる。 

５． まとめ 

 本報では，31.5Hz 帯域に着目して重量床衝撃音の評

価について基礎的検討を行った。その結果，大きさと

dBA63Hz-500Hz に比べ dBA31.5Hz-500Hz の方が一部の結果で

R2値が大きくなるが，必ずしも対応が良いとは限らな

いことが分かった。また，31.5 Hz 帯域の補正量を+10 

dBした補正値 2を使用した場合に対応が改善される可

能性が示唆された。今後は，複数の衝撃源を用い，心

理評価実験を行いたいと考えている。 
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Figure 4. Relationship between Loudness and dBA31.5Hz-500Hz 

Figure 5， Relationship between Loudness and dBA31.5Hz-

500Hz with Correction Value 2 

Table 3. Determination Coefficient of “Loudness” and 

dBA31.5Hz~500Hz with A-Weighting and Corrections 1–4 

Table 2. Modification of A-weighting at dBA31.5Hz~500Hz 

(Correction Values 1–4) 

Figure 3. Relationship between Loudness and dBA63Hz-500Hz 

y = 0.1799x - 3.7999

R² = 0.2561

35 40 45 50 55 60
LAFmax(dB)

実験2

きわめて大きい

かなり大きい

やや大きい
どちらでもない

きわめて小さい

かなり小さい

やや小さい

y = 0.1727x - 3.997

R² = 0.9325

35 40 45 50 55 60
LAFmax(dB)

実験1
きわめて大きい

かなり大きい

やや大きい

どちらでもない

やや小さい

y = 0.2x - 4.7187

R² = 0.3073

35 40 45 50 55 60
LAFmax(dB)

実験2

きわめて大きい

かなり大きい

やや大きい
どちらでもない

きわめて小さい

かなり小さい

やや小さい

31.5Hz 63Hz 125Hz 250Hz 500Hz

A特性補正値 -39.4

補正値1 -34.4

補正値2 -29.4

補正値3 -26.2

補正値4 -24.4

-26.2 -16.1 -8.6 -3.2

y = 0.1729x - 3.9962

R² = 0.935

35 40 45 50 55 60
LAFmax(dB)

実験1
きわめて大きい

かなり大きい

やや大きい

どちらでもない

やや小さい

実験1 実験2

A特性補正値 0.9325 0.3073
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補正値2 0.8912 0.5318

補正値3 0.8284 0.5836
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令和 7年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 158


